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研究成果の概要（和文）：　片山隆裕は、文化人類学的観点からバンコクにおけるメディア広告、看板広告、交
通広告に関する文献資料および広告サンプルの収集を実施し、その特徴を分析するとともに、海外企業広告がタ
イ文化に及ぼすイメージについてタイ人大学生に対するインタビュー調査を実施した。冬野美晴は、言語学的観
点からタイにおける外国企業の影響を考察することを目的として、タイ、日本、韓国の企業の広告について、SD
法による主観的評価調査分析を実施した。その結果、タイの企業広告における海外企業の文化的影響が果たす影
響が示された。両者研究から、海外企業の広告がタイにおける広告文化にかなりな程度、影響を及ぼしているこ
とが確認された。

研究成果の概要（英文）：Takahiro Katayama have collected data on media advertisements, ignboard 
advertisements and traffic advertisements, etc. in the city of Bangkok, Thailand and analyzed data 
collected in the viewpoint of cultural anthropology. Also Katayama have interviewed with Thai 
university students on the influences of Japanese companies’advertisements on Thai culture. Miharu 
Fuyuno have investigated on the advertisements of Thai, Japan and Korea by using subjective 
investigation analysis method. Both Katayama and Fuyuno have found the influences of Foreign 
companies’advertisements on Thai culture.

研究分野： 文化人類学

キーワード： タイ文化　海外企業　メディア広告　広告　グローバリゼーション　ローカルな文化　ジェンダー　社
会階層
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

タイ、特に、「グローバル都市」であるバン

コクには、メディア広告、交通広告、看板広告

など、あらゆる広告が満ち溢れているが、従来、

タイにおける広告の研究の蓄積は少なかった。

特に、メディア広告には、映像情報、音声情報、

テキスト情報などのマルチモーダルな情報が含

まれており、さらに広告の発信者と受信者とい

う、文化の異なりうる参与者が関わることから、

文化人類学および言語学研究の対象として優れ

たものと言える。しかしこれまで、メディア広

告は主にメディア学や広告学、マーケティング

学、あるいは映像学などの分野で取り扱われる

ことが多く、文化人類学と言語学の学際的観点

による分析は未だ十分とは言い難い。そこで、

本研究では、歴史的地理的背景から、多文化が

混在しており、現代においても多国籍企業が展

開するタイを対象に、タイにおける日系企業お

よび海外企業のメディア広告を始めとする広告

展開状況とそのタイ文化に与える影響を、文化

人類学と言語学の学際的観点から分析すること

を目的としている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、タイにおける日系企業と他

の海外企業によるメディア広告をはじめとする
広告を分析し、それらの広告が文化人類学と言
語学の学際的な観点から分析し、タイ文化への
影響を客観的に調査する点が特徴的である。従
来の広告分析は、メディア学、広告学、歴史学
等の観点から分析されることが多く、文化人類
学と言語学の学際的観点による研究は希少であ
る。更に、タイにおける日系企業と他の海外企
業の広告を比較分析したものは、ほぼ見られな
い。本研究によって、日系企業と他の海外企業
の広告に表れる文化的特徴が明らかになり、そ
のタイにおける影響について調査が進めば、日
本企業の今後の海外展開に役立つ情報が得られ、
将来的には経済学などとの学際的研究の発展が
期待できる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、収集した広告データの分析と、

分析結果を基にした、タイ人への質問紙および
インタビュー調査という２段階の計画を立てて
いる。まず、広告データの確保のため、タイに
おける英字新聞、テレビ広告、雑誌広告、看板
広告、交通広告などを収集する。収集したデー
タを、適宜、統計手法も用いながら、文化人類
学と言語学の観点から分析する。分析結果に基
づいて、質問項目を作成し、タイの人々へ質問

紙およびインタビュー調査を行う。これらの調
査では、各国のタイにおけるメディア広告およ
びその他の広告と、それぞれの国に対するタイ
の人が抱くイメージの関係を明らかにし、タイ
における海外のメディア広告をはじめとする
様々な広告の受容について調査する。調査結果
を、文化人類学と言語学の観点から詳細に分析
することで、海外企業のメディア広告はじめ
様々なが、タイ文化へどのような影響を与えて
いるか考察する 
 
４．研究成果 

片山隆裕は、文化人類学的観点から、バンコ

クを中心にメディア広告、看板広告、交通広告

などに関する文献資料および広告サンプルを収

集して、その特徴を分析するとともに、日本企

業をはじめとする海外企業広告がタイ文化に及

ぼしているイメージについて、タイ人大学生に

対するインタビュー調査を実施した。冬野美晴

は、言語学的観点から、タイにおける日本企業

をはじめとする海外企業広告の影響を考察する

ことを目的として、タイ、日本、韓国の諸企業

の広告について、SD 法による主観的評価調査

分析を実施した。その結果、タイの企業広告に

おける海外企業による文化的影響が果たす影響

が示された。すなわち、タイにおける海外企業

の広告展開は、タイにおける広告文化にかなり

な程度、影響をおよぼしていることが確認され

た。 

＜平成 26 年度＞ 

 片山隆裕は、バンコク市内における海外企業

広告、メディア広告に関する情報収集を行った。

BTS（Bangkok Mass Transit System）、地下

鉄、バスなどにおける交通関連施設における海

外企業広告、サイアム地区、スクムヴィット地

区などを中心とした日本食レストランにおける

食事・食品広告などを中心とした資料の収集を

行った。また、国立チュラーロンコーン大学図

書館ほかにおいて「広告論」に関する文献資料

の収集を実施した。国内においては、「広告図書

館―アド・ミュージアム東京」を訪れ、当該テ

ーマに関連する資料を収集した。これらの基礎

的研究資料収集活動によって、当該研究の先行

研究のレビューが可能になると同時に、タイの



広告展開の概要が明らかになった。 

 冬野美晴は、タイ国（バンコク、チェンラー

イ）を訪問し、広告資料の収集を実施した。バ

ンコクにおいてはサイアム地区モールと BTS

サイアム駅を中心に外国企業による化粧品広告

を記録した。これをもとに、タイにおける外国

企業の化粧品広告に現れる女性像について興味

深い論考を発表した。 

＜平成 27 年度＞ 

 片山隆裕は、バンコクにおいて在タイ日系旅

行企業が作成している旅行広告商品や旅行看板

広告およびメディア広告を収集するとともに、

関連旅行会社における広告戦略に関するインタ

ビュー調査を実施した。また、チュラーロンコ

ーン大学図書館ほか諸研究機関において「広告

論」関連の文献資料の収集を行った。また、地

方観光都市（カンチャナブリ）を訪問し、旅行

広告に関する資料収集を行った。それらの資料

を分析した結果、タイの旅行広告には、外国文

化の影響がみられると同時に、ローカルなタイ

文化との相互影響がみられることが明らかにな

った。 

 冬野美晴は、言語学の観点からの調査を実施

した。特にタイにおける化粧品広告データを大

規模商業施設店頭および女性向け雑誌から収集

し、それに基づきデータベースを作成して分析

を行った。店頭、雑誌ともに調査対象として設

定したエリア・雑誌に存在した化粧品広告をす

べて収集した。収集した広告は全 38 ブランド

によるもので、タイ企業５ブランド以外は、す

べて海外ブランドであった。広告内からキャッ

チコピーを抽出し、ミニコーパスを作成し、タ

イにおける化粧品広告の全体的な語彙特徴やタ

イ企業および日本企業の広告の語彙特徴を分析

し、タイ企業の広告における海外企業の影響が

観察された。 

＜平成 28 年度＞ 

 片山隆裕は、バンコクにおけるメディア 

広告、看板広告、交通広告に対するイメージお

よび特徴、および、映像メディアみられる「日

本」「日本人」「日本文化」の特徴について、タ

イ人大学生に対する面接調査を実施した。その

結果、日本文化・日本語を学んでいる大学生と

そうでない大学生との間で、その受け止め方に

違いがみられることが明らかになった。さらに、

その映像メディア自体が、タイ人の観光行動に

与える影響が多いことから、映像メディアに付

随する広告が当該メディアの内容と関連のある

外国や日本の広告である場合、タイ人の消費・

購買行動に影響を与える可能性が高いことがわ

かった。 

 冬野美晴は、タイ人の印象評価からタイにお

ける外国企業の影響を考察することを目的とし

て、タイの地場企業・日本企業・韓国企業によ

る化粧品広告について、タイの人々を対象に

SD 法による主観評価調査による分析を実施し

たところ、日本企業については「好ましい」「安

全」「シンプル」「内面的」「自然」「効果的」な

どへの合致度が他国よりも高いことがわかった。

タイ企業の広告については、「オリジナル／非オ

リジナル」の対比において最もニュートラルな

印象を得ていることがわかり、他方、 

日本企業と韓国企業については同項目でどちら

も「オリジナル」への印象が高かったことから、

タイ企業の広告には他国からの影響がみられる

という印象が抱かれていることが示唆され、メ

ディア広告が果たす文化的影響が示された。 
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